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社協だよりきくがわ
社協（社会福祉協議会）は、みなさんと共に
「安心していきいき暮らせるまち」を考え、推進する民間団体です。
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令和４年９月１日に菊川
ライオンズクラブと「自
然災害発生時における菊
川市災害ボランティアセ
ンターの支援に関する連
携協定」を締結しました。

災害ボランティア
センター立ち上げ運営訓練
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　大規模な災害が発生した際に菊川市では、ボランティアの自主性を尊重し、静岡県社会福祉
協議会や静岡県ボランティア協会及びその他のボランティア団体等との連携を図りながらボラ
ンティアの受け入れ体制を整備し、被災者への救援・支援活動等が円滑に行われるよう、その
活動支援に努めるとともに、ボランティア活動に必要な情報をボランティア団体等に的確に提
供することになっています。
　市は、災害対策本部を設置した場合、菊川市社会福祉協議会等と連携して、ボランティアの
受付、活動場所のあっせん、配置調整等を行う「菊川市災害ボランティアセンター」を配置し
ます。そして、市災害ボランティアセンターは、菊川市社会福祉協議会の職員及び菊川災害ボ
ランティアコーディネーター（菊ボコ）等で構成し、運営することになります。
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　以上のように、大規模災害があった場合には、災害ボランティアセンターとして新型コロナ
ウイルス感染予防対策をしながら、円滑にボランティアを派遣し、片づけや土砂だし等のお手
伝いをさせていただきます。

　また、市民のみなさまには災害時にボランティアとして活動していただき、被災されたみな
さまのご支援をいただきますようご理解とご協力をお願いします。

　以上のように、大規模災害があった場合には、災害ボランティアセンターとして新型コロナ
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１　受付

菊川市災害ボランティアセンター
立ち上げ運営訓練を実施

■お手伝いできる内容　　　　　　　　　　　　　■お手伝いできない内容
〇家財の片づけ　　　　　　　　　　　　　　　　〇危険を伴う作業
〇敷地内、住居内の汚泥の撤去、清掃　　　　　　〇専門的な知識や技術を伴う作業
〇家具の移動

　９月４日に実際の災害に備えて災害ボランティアセンター立ち上げ運営訓練を行いました。
　これまでの災害ボランティアセンターは、県内外から多くのボランティアを集めて、当日ボランティ
アと活動内容の調整を行うものでしたが、新型コロナウイルスの感染拡大以降は、感染予防対策や人を
集めない運営が求められるようになりました。
　そのため、今回の訓練ではICTを活用した内容で実施をしました。
　以下、訓練で実施した災害ボランティアセンターの流れについてご報告いたします。

　ボランティアの受付では、スマホやタブレットでQRコードを
読み込み情報を登録するサイトにつなぎ、ボランティア自身が
必要事項を入力することで受付を行います。

２　活動内容紹介・活動者選定決定（グループ化・活動指示）

　ボランティアに活動内容の紹介を行い、ボランティアと活動
内容のマッチングを行い、グループを作ります。
　リーダーを決めていただき、活動指示書（紙）を渡します。
活動指示書にはQRコードが付いていて、活動場所をスマホやタ
ブレットでマップ表示することができます。

※今回は当日受付、当日マッチング方式で行いましたが、実際の災
害時にはボランティアの事前登録と事前マッチングを予定してい
ます。

３　出発前オリエンテーション・送り出し

　ボランティア活動についての注意点等を伝えて、送り出しを
行います。

４　報告書提出受付

　ボランティアが活動を終了して、災害ボランティアセンター
に戻った時、活動状況について終了か継続なのか等を各グルー
プのリーダーが報告を行います。
　この報告もスマホやタブレットを活用して報告をしてもらい
ます。

　これまで、全国各地の災害ボランティアセンターでは、多く
のボランティアが集まり、書類上で情報の管理をしていたため、
データ入力作業等が膨大となり災害ボランティアセンターの負
担もかなりありましたが、今後はICT化された情報管理となり
その辺が改善された運営となります。

※今回はオリエンテーション用の動画を活用しました。

水害被害にあった時に災害ボランティアセンター（菊川市社協）
としてお手伝いできることがあります！

【連絡先】　菊川市社会福祉協議会　　　☎35-3724
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　Ｑ　　　 現在の活動について教えてください。 
　2021年４月から、つながる菊Caféプロジェクトという多様な生活文化や価値観などを学ぶ活動
をしています。多文化の気候や食などをクイズ形式で取り上げたり、寸劇にした内容をディスカッ
ションしたりする参加型の講座を行っています。主な活動場所はプラザきくる２階です。年10回ほ
ど開催しています。
　これまでに「民族衣装から衣(異)文化を考えよう」「世界のトイレ事情」
などをテーマに講座を行いました。日本では当たり前だと思っていたことも
外から見ると違うということが分かり、同じものを見てもいろんな意見が出
るので「私はこういうように見る人なのだ」と自分のことを知ることにもつ
ながります。

　Ｑ　　　 活動し楽しいことや印象に残っていることがあったら教えてください。 
　初めて参加した人同士が親しくなり、次の講座や他のボランティアに一緒に参加したいからと仲
介役を頼まれることがあります。つながる菊Caféプロジェクトをきっかけに参加者同士がつながっ
たり、来てくれた人の笑顔が見られたりすることが活動していて楽しいです。
　菊Caféプロジェクトでは参加者に折り紙でリースなどの作品を作ってもらっています。同じパー
ツを使って仕上げてもらっていますが、一人ひとり全然違うものができ上が
ります。折り紙の作品ひとつとっても表現の仕方や自分がこうしたいと思っ
ているものが、他の人と違うということを知ることができます。普段生活し
ている中では気づかない他者との違いについて、活動を通じて気づくことが
でき、違いを知る事で「自分も良いしその人も良い。その人たちとこの時間
を過ごせてよかった。」と感じることができ嬉しいです。

　Ｑ　　　 趣味や楽しみなことは何ですか。 
　趣味はサックスを演奏する事とZ

ズ ン バ

UMBA G
ゴールド

OLDです。今後、体を激しく動かせなくなっても楽し
めたら良いなと思い始めました。サックスは姪がサックスの先生をしていることもあり、３年前か
ら始め楽しく演奏をしています。毎回違う音が出るので、この音が良かったと感じたり、なんで今
日はこういう音なのだろうと追及したりすることが好きです。Z

ズ ン バ

UMBA G
ゴールド

OLDは講師の先生から教
えてもらっています。激しい動きがないので安全にマイペースに楽しむことができています。

　Ｑ　　　 これからの目標や、やってみたいことがあったら教えてください。 
　だんだんと身体や動きが変化していくと思いますが、出来る事の中でどうやっ
て自分を楽しませるか、どうすればみんな笑顔になるか考えながら毎日ハッピー
に暮らしていきたいと思います。

講座の様子

折り紙でリース作り

話そう・やさしい日本語

第135回

※皆さんのお近くで笑顔輝いている方がいらっしゃいましたら社会福祉協議会へご紹介ください。
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　横地コミュニティ協議会安心いきいき部会は、七重会、健康づくり推進委員、交通安全指導隊、
民生委員・児童委員及び地域サポーターの5組織より成っており、その目的は「住み良い地域づくり
を目指し、地域社会の安定と社会福祉の増進」です。ここでは七重会の活動を中心に述べます。
　ボランティア団体である七重会は昭和63年に発足しました。発足当時、横地地区には七つの自治
会が存在していたため「７」の数字から団体名を七重会としました。本会は、横地地区内の高齢者
をあたたかく見守るために、地元の食材を中心とした身体にやさしい弁当を真心込めて手作りして、
地域の高齢者に届けたり、高齢者に楽しんでもらう「横地いきいきサロン」では昼食を提供してい
ます。
　現在は、約100名が活動に関わっており、小笠高校の生徒も一緒にこの活動に参加しています。
このような地域活動が評価されて、静岡県コミュニティづくり推進協議会の平成29年度コミュニ
ティ活動賞優良賞を受賞しました。
　しかしながら、新型コロナウイルス感染症の拡大により、令和元年度後半より手作り弁当の配食
を中止せざるを得なくなり、その代用品として花苗や取り寄せ品を配ってきました。令和4年度は、
新型コロナウイルス感染症の先行きが不透明であったために配食活動を休止し、「横地いきいきサロ
ン」も2年連続中止となっています。
　一方で、従来の七重会活動内容が時代にそぐわないのではないかとの意見もあり、会員の世代交
代とともに今後の課題となっています。

横地地区安心いきいき部会（横地地区社会福祉協議会）

配達担当の方々

いきいきサロンでの会食の様子

配食されるお弁当

施設や団体の紹介コーナー
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居場所を開設しています
　10月１日から赤い羽根共同募金運動が全国一斉に始まり、菊
川市内での募金運動の一環として、10月３日(月)にJR菊川駅の
駅前広場で街頭募金を行いました。ご協力いただきありがとう
ございました。お寄せいただいた募金は静岡県共同募金会を通
じ、菊川市内の地域福祉活動・社会福祉事業への助成および静
岡県内の社会福祉施設や福祉・ボランティア団体などに助成さ
れ「身近なところの福祉」の推進に役立てられます。
　赤い羽根共同募金運動　　令和４年10月1日～

　　　　　　　　　　　　　令和４年12月31日
　令和４年度募金目標額　　7,160,000円
　皆様のご支援、ご協力を引き続きお願い申し上げます。

　９月４日（日）、10日（土）の２日間講座が開催されました。
　１日目は、ICTを活用した災害ボランティアセンター立ち上げ
運営訓練、２日目は講義と演習を11人の方が受講されました。
　ICTを活用しての訓練は、社会福祉協議会・菊川災害ボラン
ティアコーディネーターも初の試みでしたが、スマートフォン
の扱いに不慣れな方も、周りの協力もありスムーズに訓練を進
めることができました。演習訓練は、防災士の指導の下、避難
所運営訓練HUGの体験をしました。

赤い羽根共同募金の街頭募金を行いました

災害ボランティアコーディネーター養成講座が開催されました

居場所を開設しています
　８月１日（月）～８月31日（水）にかけて
NPO法人フードバンクふじのくにが実施する
「フードドライブ」に多くの皆さまから物資
のご協力をいただき、ありがとうございました。
　市民の皆さまや関係機関の職員の方々から、
たくさんの食品の寄贈をいただきました。
　また、菊川市役所小笠支所には受け入れ窓
口としてご協力いただきました。
　寄贈いただいた食品は、NPO法人フードバ
ンクふじのくにへ送り、行政や社会福祉協議
会・支援団体を通じて食べるものがなくて困っ
ている人々に渡されます。ご協力ありがとうございました。

フードドライブにご協力ありがとうございました

「みなさまへのご報告」
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赤い羽根共同募金　地域福祉活動支援助成を受けて活動しています
菊川災害ボランティアコーディネーター
　菊川災害ボランティアコーディネーター（通称菊ボコ）は、平成12年に設立し現在会員45人です。
日頃、ボランティア活動や地域防災を啓発すると共に、災害時に市外・市内からのボランティアが
被災者等からの復旧復興支援希望を受け円滑な活動を遂行できるよう、災害ボランティアセンター
運営に協力しています。会員は救援救護のため普通救急救命、図上訓練や、近隣団体との交流によ
り技量向上に努めております。今年は災害ボランティ
アセンターとして密集による感染防止のためICTを活用
した訓練の初年度でした。QRコードによる受付、体調
チェックや保険加入の情報も入力する仕組みで、菊ボコ
会員も習得することができました。菊ボコ活動は助成金
を資金に、被災ニーズを復旧復興に向けて支援できるよ
う活動を続けてまいります。
　『災害ボランティアに興味のある方はぜひ入会をお願い
いたします。』

　私たちが暮らす社会には、高齢の人や障がいのある人、病気の人、生活にさまざまな困難を抱え
た人たちと、その人たちを支えている多くの人がいます。「ケアする人のケア」を学ぶ会はケアする
人たちへのケアの大切さについて考え、皆で支えあえる社会づくりのためのアイディアや実践を学
ぶ機会として開催しています。皆さまのご参加をお待ちしています。
日　時　令和５年１月21日（土）　
定　員　40人　　※定員になり次第締め切り
会　場　静岡県勤労者総合会館３階ALWFロッキーセンター
受講料　1,500円
講　話　「『動の祈り、静の祈り』佐藤初女さんから学んだこと」
講　師　内藤いづみ氏（ふじ内科クリニック院長）
申込先　特定非営利活動法人　静岡県ボランティア協会
　　　　☎054-255-7357　　FAX054-254-5208

　これまで集まった使用済み切手を、切手収集ボランティアの方
が仕分けをし、特定非営利活動法人シャプラニールへ寄付しまし
た。前回５月に寄付した切手は、13,500円になり南アジアでの
児童労働の根本的な解決に向けての活動資金として、大切に活用
されるようです。現在寄付している法人は、さまざまな貧困問題
に取り組んでいて、「子どもの権利を守る活動」として働く少女
への支援や子どもたちへの初等教育支援、児童労働削減支援など
他にも様々な復興支援に取り組んでいます。これからも菊川から応援していけたらと思いますので、
引き続きご協力をお願いいたします。

災害ボランティアセンター運営訓練の様子

「ケアする人のケア」を学ぶ会2022

使用済み切手を寄付しました

ボランティアの広場
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……2・3P

社協だよりきくがわ
社協（社会福祉協議会）は、みなさんと共に
「安心していきいき暮らせるまち」を考え、推進する民間団体です。

ホームページ
社会福祉法人 菊川市社会福祉協議会

菊川市社協 検索

〒439-0019 静岡県菊川市半済1865（プラザけやき内）
☎電話 0537-35-3724 　FAX 0537-35-3202 　Mail info@kiku-syakyou.or.jp
　ホームページ http://www.kiku-syakyou.or.jp/社会福祉法人 菊川市社会福祉協議会

ひきこもり状態が長期化していくと親も悩んでしまうことが多いものです。親子がつながるためにはどうかかわればよいか、どう向き合え
ばよいか、長期化対策も含めてお話を伺います。
 開 催 日 時   　令和４年10月30日（日）　13：30～15：00　　 会     場   　六郷地区センター　多目的ホール
 講     師   　深谷守貞氏（NPO法人KHJ全国ひきこもり家族会連合会本部事務局所属ソーシャルワーカー）
 テ  ー  マ   　ひきこもりの理解と対応
 問 合 わ せ   　菊川市社会福祉協議会　☎35-3724

ひきこもりに関する学習会を開催します

11月8日　妖怪お手玉をつくろう（仮）　　15日　お菓子ランドセル背負ってみよう（仮）
 会     場   　プラザけやき（ボランティア室）菊川市半済1865　　 時     間   　13：30～15：30
 問 合 わ せ   　菊川市社会福祉協議会　☎35-3724（事前の申し込みが必要になります）

ひきこもりがち等でワークショップに興味のある方

 開 催 日 時   　令和４年11月28日（月）　13:30～16:00　　 会     場   　プラザけやき　１階　福祉団体室
 問 合 わ せ   　地域若者サポートステーションかけがわ　☎0537-61-0755
 受 付 時 間   　月・火・金曜日9：00～17：00、水曜日9：00～19：00、第２土曜日9：00～17：00

働くことに悩みを抱える方の出張相談会を開催します

※新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、中止になることがあります。開催につきましては、菊川市社会福祉協議会☎35-3724にお問い合わせください。

福 祉 総 合 相 談 日時　月～金曜日　8：15～17：00
心 配 ご と 相 談 日時　11月１日(火)9:00～12:00　11月15日(火)13:00～16:00

会場　プラザけやき
日時　11月７日(月)13:00～16:00　11月21日(月)9:00～12:00
会場　小笠支所会議棟

ひきこもり・不登校相談 日時　月～金曜日　8：15～17：00
会場　プラザけやき　　予約電話　090-1476-3233

生活困窮者自立相談 日時　月～金曜日　8：15～17：00
結 婚 相 談 日時　11月４日(金)18:00～21:00(受付20:00まで)

11月20日(日)9:00～12:00(受付11:00まで)
会場　プラザけやき　※初めての方は、写真と印鑑をご持参ください。

子 育 て 相 談 日時　火～土曜日9：00～16：30
会場　きくがわ子育て支援センター　☎37-1135

おがさ子育て支援センター　  ☎73-5698

この研修は、初めて介護に関わる方の入門講座です。家族介護から介護職、サービス業まで幅広くお役立ていただけます。
 流 　 　 れ  　

  通学学習日程  　

 会 　 　 場  　●１～ ５日目：社会福祉法人菊川市社会福祉協議会　プラザけやき（菊川市半済1865）
　　　　　　　 ●６～15日目：社会福祉法人白翁会　特別養護老人ホーム喜久の園（菊川市仲島2-4-16）
　　　　　　　 　※無料駐車場あり
 受  講  料  　無料（テキスト代実費※7,124円[税込] ）
  説明会開催  　令和４年10月５日（水）15:00～16:00  ※研修内容等について詳しく知りたい方のために説明会を開催します。（無料・予約不要）
　　　　　　　 【会場】菊川市社会福祉協議会　ボランティア室（駐車場あり）
 申  込  み  　所定の申込み用紙（本会窓口にて配布またはホームページからダウンロード）にて、本会窓口へ持参または郵送※10月28日（金）締め切り
 問 合 わ せ  　菊川市社会福祉協議会　☎35-3724

「介護のはじめの一歩！！－介護職員初任者研修－」

日数 月日 時間
10/12（水） 通信学習開始可能日

１ 11/12（土） 9：00～17：00
２ 11/19（土） 9：00～16：30
３ 11/26（土） 9：00～16：30

日数 月日 時間
４ 12/3   （土） 9：00～16：30
５ 12/10（土） 9：00～16：30
６ 12/17（土） 9：00～16：30
７ 12/24（土） 9：00～17：30

日数 月日 時間
８ 1/7  （土） 9：00～16：30
９ 1/14（土） 9：00～16：30
10 1/21（土） 9：00～16：30
11 1/28（土） 9：00～16：30

日数 月日 時間
12 2/4  （土） 9：00～17：30
13 2/11（土） 9：00～16：30
14 2/18（土） 9：00～16：30
15 2/25（土） 9：00～15：30

申し込み 修了試験 修了！
受講スタート
教材到着 1回提出

自宅学習
15日間
通学学習

相 談 窓 口

各 種 事 業  募 集
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